
1 はじめに

佐藤ら1)は ,サクラ `啓翁桜'を用い,温湯浸漬とジ

ベレリン散布の組み合わせ処理 (以下温湯+GAと 表現)
が休眠打破に有効で,年内からの切り枝出荷が可能であ

ることを示した。そこでは低温 (8°C)を人工的に与えた

切り枝を用いたところ,開花率 80%以上になるための低

温遭過量は 500時間経過した後であつた。

本報告では,自然遭遇した低温量に対し,体眠打破処

理時に必要な低温量を確認し,さ らに,年次変動,産地

間差の検討を行なった。

ここで,低温量として 8℃以下の積算時間を用いたが ,

`啓翁桜'の体眠覚醒の温度寄与については,0～ 8°Cの

範囲では温度が高いほど,すなわち 8°Cが最も開花率を

高くし,到花日数を短縮する点からこれを指標として用

いた2)。

2 試験方法
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促成室の温度は夜温 13～ 18°C,昼温 25°C以下で管理

した。開花率は促成 27～ 35日後に調査した。1区につき

5本 (長さ9011n)を供試した。

3 試験結果及び考察

(1)低温量の各年次ごとの推移

2001年 に比べ,2000年 はやや暖冬で 11月上旬の低温

量が少なく,一方,2002年は H月上旬に低温に多く遭

遇した年次であつた (図 1)。
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図1 年次男18℃以下積算時間 (国試 )

2001～ 2002年 の3カ年間,山形県内のA～ C地点,及   (2)地点別低温遭遇量(2002年 )

び山形園試の 4地点から `啓翁桜'を切り枝し,当日も   12月 1日の低温量は園試 (764時間)と比較し,B地

しくは遅くとも2日後に促成した。各年次の枝採取場所,  点はほぼ同等,A地点は 66.5時間多く,C地点は 55.5

促成開始日は表 1の とおりである。また,枝採取場所の  時間少なかつた。

立地条件,樹齢,樹勢は表 2に示した。 (3)低温量と開花率の年次差

温湯+GA区 (40°C・ 60分温湯浸漬後G A50ppm水溶   園試の温湯+GA区 は,2000,2001年 では低温量 500

液散布)と無処理の区を設けた。 時間あれば開花率が80%に達したが,2002年は達しなか
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表 1 調査年度別促成開始日と枝採取場所
―

―

調査年度        2000             2001              2002
促成開始日 (11/1),11/10,11/20,12/1,  〈11/1),(11/11),H/21,12/1   H/21,(11/25),H/29,12/9

注 ( )園試場内のみ

―

採取場所の立地条件、樹齢、樹勢

切り枝場所 標高  土性  樹齢*  樹勢
A地点   約20111n砂  ±  6年生  弱
B地点   約200m壌  ±  8年生  やや強
C地点   約10m砂 壌±  12年生  やや強
園試     1lllll植壌±  10年生  強
*:2002年 次

つた (図 2)。 A地点 (データ略),B地点 (図 3),C地

点 (データ略)も 同様で,2002年 は 500時間では開花率

80%に達しなかつた。

一方,園試場内の無処理区は,各年次とも900時間あ

れば開花率が 80%に達し (図 4),他地点でも同様であつ

た(データ略 )。
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工藤ら3)らはオウトウの体眠覚醒期と低温量の関係で,

温度効果に重み付けをしたchill unitを用いて適合させ

ているが,この場合,日最高気温が 15℃以下となる時期

から低温量をカウントする設定である。̀ 啓翁桜'におい

て 8°C以下の積算時間を低温量の指標としたところ,

2002年のような 11月 上旬に多く低温遭遇する場合は,

より多い低温量が必要であり,低温量を適合させるには

オウトウと同様にchill unitのモデル化を行う必要があ

る。しかし,無処理の場合は大きな年次間差が見られず,

また,温湯+GA処理を行なう早期促成の場合は平年並
み,あるいはやや暖冬で経過した年は適合し,実用的に

はこのオ旨標でも有効と考える。
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図58℃以下積算時間と開花率 (2002年 )
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図38℃以下時間と開花率 (温湯+GA)
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図48℃以下時間と開花率 (無処理 )

(4)低温量と開花率の産地差

温湯+GA区の 2001年は産地間差が見られなかった
が (データ略),A地点では 2000年 (データ略),2002

年 (図 5)の 2ヵ年とも開花率が園試より低く地域間差

が見られた。A地点は低温量が回試場内よりも多くなる

地点であり,同時期の促成開始期であればA地点で開花
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図68℃以下時間と開花率 (2002年 )

率が高いことが予想されるが,結果は逆であることから

も地域間差があるものといえる。この要因としてA地点

は落葉期が早く樹勢が弱いので,この樹勢の違いが想定

されるが,弱樹勢がより多く低温量を必要とするのかど

うかさらに多くの事例で検証する必要がある。

一方,無処理区には地域間差がなく,およそ 900時間

あれば開花率 80%に達するものと判断された(図 6.2000

～2001年 データ略)。

4 まとめ

サクラ `啓翁桜'の体眠覚醒は 8°C以下の積算時間で

900時間必要であり,大きな年次問,地域間差は見られ

ない。

しかし,温湯とジベレリンを併用した休FRII破処理を

行なう年内出し早期促成用切り枝の場合,8°C以下の低温

が早期から遭遇する年は体眠覚醒に多くの低温量を必要

とし年次間差が見られた。さらに,枝採取場所の違いに

よる地域間差も見られた。
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図28℃以下時間と開花率 (温湯+GA)
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